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一般社団法人 多文化社会専門職機構 略称： TaSSK（Tabunka Shakai Senmonshoku Kikou）

英語名： The Institute for Multicultural Society Professionals 設立： 2017年2月

所在地：東京都千代田区神田神保町2-3神田古書センター６Ｆ内

設立趣旨

多文化社会の問題解決に取り組む実践者や研究者を対象に学びとネットワーク形成の場を提供するととも
に、多文化社会の問題解決に貢献できる専門職の認定事業を通じて多文化共生社会の実現を目指す。

１．認定事業： 多文化社会コーディネータ―認定プログラム 相談通訳者協働実践研究

２．実践研究事業： 多文化社会コーディネーター協働実践研究

３．社会発信事業： 多文化社会実践研究フォーラム

４．その他事業： 対話の場づくりプログラム

多文化社会専門職機構 概要 http://tassk.org/



国際活動市民中心 概要

NPO法人国際活動市民中心

Citizen‘s Network for Global Activities ≪CINGA/シンガ≫

■特徴：外国人の支援を行う専門家集団/ネットワーク組織/中間支援組織

弁護士、行政書士、心の相談、労働相談、社会福祉士、社会保険労務士、通訳者

日本語教師、メディア関係者、協会職員などが専門性を活かして市民活動を行っています。

■会員数47名、職員数（非常勤含む）５７名、 202２年度事業予算 ３億1000万円

■東京都千代田区神田神保町２－３神田古書センタービル６F 03－6261－6225

http://www.cinga.or.jp/

©CINGA



全国の外国人ワンストップ相談センター
７０か所以上を訪問調査
ネットワーク構築
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少数言語通訳者・相談員研修
外国人の居場所づくり（地域社協協働）

オンライン専門家相談（毎月2回）
法律、心理、教育、子どもの発達等

都内の自治体、協会のネットワークで
少数言語通訳者の派遣をコーディネート

都内を中心に派遣／遠隔通訳も実施

東京都外国人新型コロナ生活相談セ
ンター （2021年3月31日終了）
（10:00－16:00 月～金）
14言語対応

NPO法人 CINGAとは

赤坂JETRO内：行政書士相談員12名
（9:15－17:30 月～金）

03-3582-8352

外国人技能実習機構母国語相談
（11:00－19:00 月～日 ）
（9:00－17:00 日曜） ８言語対応
外国人技能実習機構で検索

東京出入国在留管理局主管
（０９:00－1６:00 月－金） ８言語対応
「外国人総合相談支援センター」で検索

避難民相談センター（Support-R)
なんみんフォーラム・笹川平和財団
（１０:００～１６:００ 月～金）
赤い羽根共同募金助成

日本財団助成
ウクライナこころの相談（週２回）

電話・チャット・メール相談 ８言語
（10:00～18：00 月～土）
相談員、専門相談員、伴走支援員



はじめに

■キーワード

・地域日本語教育コーディネーター

・日本語学習支援者

・日本語教師

■地域日本語教育の担い手育成概要・課題・今後の在り方



「新制度における日本語教育人材の役割・段階・活動分野に応じた養成・研修のイメージ」（文化庁）



地域日本語教育コーディネーター研修のねらい

1. 自治体施策・国際交流協会事業・市民活動等の現場で、地域日本語
教育コーディネーターとして地域日本語教室を運営することがで
きる人材を育成する。

2. 「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」における総括
コーディネーターを主な対象者として想定し、地域日本語教育コー
ディネーター育成のための研修の企画・運営、講師等を担うことが
できる人材を育成する。

3. 研修用の動画教材を作成することにより研修実施のための資源を
開発し、研修を持続的に実施できるようにする。

➡ 地域日本語教育コーディネーター研修

➡ 地域日本語教育コーディネーター講師育成研修



２０２１年度 研修概要 コーディネーター研修

夏期研修Ⅰ【動画視聴】 2021年 8月18日（水）～ 8月31日（火）

夏期研修Ⅱ【演 習】 （東日本） 2021年 9月 1日（水）10：00-17：00
（西日本） 2021年 9月 3日（金）10：00-17：00

秋期研修 【演 習】 （東日本） 2021年11月18日（木）10：00-17：00
（西日本） 2021年11月19日（金）10：00-17：00

冬期研修 【演 習】 （東日本） 2022年 2月17日（木）10：00-17：00
（西日本） 2022年 2月18日（金）10：00-17：00



研修概要 講師育成研修

夏期研修Ⅰ【動画視聴】 2021年 8月 18日（水）～9月11日（土）

夏期研修Ⅱ【演 習】 2021年 9月 12日（日）10：00-17：00

実践モニタリング 2021年 9月～2022年 1月
協働研究者が実践現場に赴き、協働でモニタリング
（現状分析、省察）を実施

秋期研修 【演 習】 2021年11月 29日（月）10：00-17：00

冬期研修 【演 習】 2022年 2月 28日（月）10：00-17：00



【夏期Ⅰ】
地域日本語教
育システムに
関する知識

【夏期Ⅱ・秋期・冬期】
コーディネーターとしてての実践知

（知識・技能・思い）

仕組みづくり

プログラム編成

講師育成研修

コーディネーター

研修

交流・相互学習

省察の場
づくり

協働での
省察

研修プログラムの特徴



研修プログラムの特徴

日本語教育コーディネーターは、

地域における学びの場をつくりだす役割がある。地域課題を設定し、

多様な人の参加を促し、共に活動をつくることが求められる。

そのため、地域日本語教育を専門とする研究者・実践者だけではな

く、コーディネーター論をはじめとして多文化社会に関連する様々

な専門領域の研究者・実践者と、多様な観点で広く学ぶ必要がある。



研修の実施状況

○ 修了者

地域日本語教育コーディネーター研修37名（東日本23名、西日本14名）

地域日本語教育コーディネーター講師育成研修10名

地域日本語教育コーディネーターフォローアップ研修62名

○ ネットワークの場

「夏期研修Ⅰ」（動画視聴）、「夏期研修Ⅱ」（演習）のほか、「にほんごカフェ」（2

回）等の実施を通じて研修コース・地域を超えた学びの場、ネットワーキングの

場づくりを図る。



「新制度における日本語教育人材の役割・段階・活動分野に応じた養成・研修のイメージ」（文化庁）



日本語学習支援者研修プログラム 普及事業

山梨県

長崎県
千葉県

CINGA



日本語学習支援者に求められる／望まれる資質・能力
CINGA



研修のねらい CINGA



• 自治体ごとの地域日本語教育体制に沿った学習支援者育成が重要

• 自治体職員、総括コーディネーター、地域日本語教育コーディネーター、
地域日本語教育のキーパーソン（研修会講師候補）がその地域の育成
研修を一緒に考えつくりだすことが大切

• 長年活動をしている日本語学習支援者の人たちとの関係づくりをしつ
つ、地域の日本語教育におけるニーズをしっかりと把握する

• 地域日本語教育活動が、地域づくりになっているのかを問い続ける

日本語学習支援者研修プログラム普及事業の理念 CINGA



CINGA

3月

（ａ）研修プログラム実施委員会

（ｂ）研修プログラムの実施

実施期間
令和２年度

8月

（ｃ）研修担当講師の育成

（ｄ）その他関連する取組

12月 1月 2月9月 10月 11月

日本語学習支援者研修プログラム普及事業

ポイント
① 関係者が研究会（協働実践コミュニティ）に参加する
② 研究会での対話を通して研修プログラムをつくりだす
③ 地域ごとの研究会にて、体制の在り方、地域に必要な

学びの場（教室活動）を検討する
④ 関係者が講師となり研修会を実施する
⑤ 参加者が日本語学習支援者としての活動が生まれる
⑥ 理念を共有したコーディネーター、講師の力量形成が

でき、その地域で高い実践活動ができるようになる



2020年研修実施地 札幌市 茨城県
協働先 公益財団法人札幌国際プラザ 公益財団法人茨城県国際交流協会

参加講師 3名 6名
コーディネーター プラザ職員（日本語教師） 協会職員（統括コーディネーター）

プログラムコーディネーター（日本語教師）

回数 3時間×5回 3時間×5回×2か所
研修実施方法 オンライン開催 オンライン開催

2021年研修実施地 千葉県 長崎県
協働先 公益財団法人ちば国際コンベンションビューロー・

千葉県国際交流センター、千葉県
公益財団法人長崎県国際交流協会、長崎県

参加講師 ５名 ２名
コーディネーター センター職員（統括コーディネーター）

プログラムコーディネーター（日本語教師）
プログラムコーディネーター（日本語教師）

回数 3時間×5回×2か所 プレフォーラム＋2時間×5回
研修実施方法 オンライン開催 オンライン開催

普及実績 CINGA



↑札幌市

↓長崎県

↑千葉県

↓茨城県

CINGA



■地域日本語教育体制整備と育成研修との連動が弱い

→日本語教育コーディネーター、日本語教師、日本語学習支援者をどのように配置し

展開するのかを検討し、育成をする必要がある

■日本語教師、日本語教育コーディネーターの専門性認識が弱い

→正当な対価を伴うプロの力が地域日本語教育にこそ必要

■地域資源（日本語学校、大学、事業主、市民活動、社会福祉機関等）の活用が弱い

→「地域」日本語教育であるならば地域を巻き込んだ研修実施であるべき

■地域日本語教育の視点の広がりが重要 「この活動が地域づくりになっているのか」

地域における課題と今後の在り方

CINGA
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